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(57)【要約】
【課題】外箱のサイズを抑えつつ同梱部品を同梱し得る
ガスコンロの梱包部材を提供する。
【解決手段】ガスコンロ１０の梱包部材２０は、後壁部
１３Ｆが上方側となるにつれて後方側に張り出す構成を
なす筐体部１３を備えたガスコンロ１０を梱包対象とす
る。梱包部材２０は、ガスコンロ１０を収容する外箱３
０と、外箱３０と筐体部１３との間に配置され、筐体部
１３を支持する緩衝部材５０と、ガスコンロ１０の同梱
部品を収容する内箱６０と、を備えている。外箱３０は
、前壁部３１、後壁部３２、及び底壁部４０と一体的に
設けられる支持部３５を有する。内箱６０は、正規の収
容状態で収容された筐体部１３の後壁部１３Ｆと後壁部
３２との間に収容され、且つ、支持部３５と後壁部３２
とによって自立状態で挟持される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の前後方向において互いに対向する前面部及び背面部を備えるとともに前記背面部
が上方側となるにつれて後方側に張り出す構成をなす筐体部を備えたガスコンロを梱包対
象とし、前記ガスコンロを内部に収容する梱包部材であって、
　前記ガスコンロを収容する外箱と、
　前記筐体部が前記外箱内において正規の収容状態で収容されたときに、前記外箱と前記
筐体部との間に配置され、前記筐体部を支持する緩衝部材と、
　前記ガスコンロの同梱部品を収容する内箱と、
を備え、
　前記外箱は、
　前記正規の収容状態で収容された前記筐体部の前記前面部と対向する前壁部と、
　前記正規の収容状態で収容された前記筐体部の前記背面部に対向する後壁部と、
　前記正規の収容状態で収容された前記筐体部の一方の側面部に対向する第１側壁部と、
　前記正規の収容状態で収容された前記筐体部の他方の側面部に対向する第２側壁部と、
　前記正規の収容状態で収容された前記筐体部を下方側から支える底壁部と、
　前記前壁部、前記後壁部、及び前記底壁部と一体的に設けられる支持部と、
を有し、
　前記内箱は、前記正規の収容状態で収容された前記筐体部の前記背面部と前記後壁部と
の間に収容され、且つ、前記支持部と前記後壁部とによって自立状態で挟持される
ガスコンロの梱包部材。
【請求項２】
　前記外箱は、
　前記第１側壁部の下端側から内側に折り曲げられる第１フラップと、
　前記第２側壁部の下端側から内側に折り曲げられる第２フラップと、
　前記前壁部の下端側から内側に折り曲げられる第３フラップと、
　前記後壁部の下端側から内側に折り曲げられる第４フラップと、
を有し、
　前記第１フラップ、前記第２フラップ、前記第３フラップ、及び前記第４フラップによ
って前記底壁部が構成され、前記第１フラップ及び前記第２フラップが、前記第３フラッ
プ及び前記第４フラップの上側に配置され、
　前記第１フラップは、前記正規の収容状態で収容された前記筐体部を下方側から支持す
る第１板状部を具備し、
　前記第２フラップは、前記正規の収容状態で収容された前記筐体部を下方側から支持す
る第２板状部を具備し、
　前記第１フラップ又は前記第２フラップの少なくともいずれかの前記後壁部寄りの位置
には、前記第１板状部又は前記第２板状部の少なくともいずれかから上方側に折り返され
る折り返し部が形成され、
　前記折り返し部が前記支持部として構成される
請求項１に記載のガスコンロの梱包部材。
【請求項３】
　前記緩衝部材は、
　前記外箱内において前記第１側壁部側且つ前記後壁部側に配置される第１緩衝部と、
　前記外側内において前記第２側壁部側且つ前記前壁部側に配置される第２緩衝部と、
を有し、
　前記内箱は、
　所定の第１方向において互いに対向するように設けられた第１外面部及び第２外面部と
、
　前記第１方向と直交する第２方向において互いに対向するように設けられた第３外面部
及び第４外面部と、
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を有し、
　自身の配置が前記外箱内において所定の正規配置であり且つ前記筐体部が前記正規の収
容状態で収容されたときに、前記第１外面部及び前記第２外面部が前記支持部及び前記後
壁部によってそれぞれ支持される形態で挟持され、前記第３外面部及び前記第４外面部が
前記第１緩衝部及び前記第２緩衝部によってそれぞれ支持される形態で挟持される
請求項１又は請求項２に記載のガスコンロの梱包部材。
【請求項４】
　前記筐体部は、前記背面部の上端側から後方側に張り出す張出部を有し、
　前記内箱は、
　所定の第１方向において互いに対向するように設けられた第１外面部及び第２外面部と
、
　前記第１外面部及び前記第２外面部と一体的に設けられる上面部と、
を有し、
　自身の配置が前記外箱内において所定の正規配置であり且つ前記筐体部が前記正規の収
容状態で収容されたときに、前記上面部が前記張出部の下方に位置するように収容される
請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のガスコンロの梱包部材。
【請求項５】
　前記内箱は、前記上面部よりも上方側に延出する延出部を有し、
　前記内箱は、
　自身の配置が前記正規配置であり且つ前記筐体部が前記正規の収容状態で収容されたと
きに、前記第１外面部が前記支持部に支持され、前記第２外面部が前記後壁部に支持され
、前記延出部が前記張出部と前記後壁部との間に配置されるとともに前記延出部の上端が
前記張出部よりも上方に位置し、
　自身の配置が、前記第２外面部が前記支持部に支持され且つ前記第１外面部が前記後壁
部に支持される異常配置である場合に、前記筐体部が前記正規の収容状態で収容されると
きの前記張出部の位置に前記延出部が配置される
請求項４に記載のガスコンロの梱包部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ガスコンロの梱包部材に関するものである。 
【背景技術】
【０００２】
特許文献１には、ガスコンロを梱包する梱包構造が開示されている。この梱包構造は、ガ
スコンロを収納する上方が開放された外箱を備えている。この外箱は、コンロ本体、及び
コンロ天板とともに各種緩衝部材が同梱可能な大きさであり、段ボール紙製の矩形箱体で
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－８８５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
近年、ガスコンロのオプション品として、コンロ使用時に用いる調理容器などが提供され
ている。このような調理容器などを付属品としてコンロに付属させようとした場合、外箱
にコンロと同梱させる必要がある。しかしながら、特許文献１の梱包構造では、外箱とコ
ンロとの間に各種緩衝部材などが配置されており、新たに付属品を収容するスペースを確
保することが難しい。そのため、外箱は、容積を増加させるようにサイズを大きくする必
要がある。このように外箱のサイズが大型化すると、外箱が持ち難くなり、外箱の材料費
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の増加、及び輸送費の増加などの問題も生じ易い。
【０００５】
　本発明は、上述した課題の少なくとも１つを解決するためになされたものであり、外箱
のサイズを抑えつつ同梱部品を同梱し得るガスコンロの梱包部材を提供することを目的と
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明のガスコンロの梱包部材は、所定の前後方向において互いに対向する前面部及び背
面部を備えるとともに前記背面部が上方側となるにつれて後方側に張り出す構成をなす筐
体部を備えたガスコンロを梱包対象とし、前記ガスコンロを内部に収容する梱包部材であ
って、前記ガスコンロを収容する外箱と、前記筐体部が前記外箱内において正規の収容状
態で収容されたときに、前記外箱と前記筐体部との間に配置され、前記筐体部を支持する
緩衝部材と、前記ガスコンロの同梱部品を収容する内箱と、を備え、前記外箱は、前記正
規の収容状態で収容された前記筐体部の前記前面部と対向する前壁部と、前記正規の収容
状態で収容された前記筐体部の前記背面部に対向する後壁部と、前記正規の収容状態で収
容された前記筐体部の一方の側面部に対向する第１側壁部と、前記正規の収容状態で収容
された前記筐体部の他方の側面部に対向する第２側壁部と、前記正規の収容状態で収容さ
れた前記筐体部を下方側から支える底壁部と、前記前壁部、前記後壁部、及び前記底壁部
と一体的に設けられる支持部と、を有し、前記内箱は、前記正規の収容状態で収容された
前記筐体部の前記背面部と前記後壁部との間に収容され、且つ、前記支持部と前記後壁部
とによって自立状態で挟持される。
【発明の効果】
【０００７】
上記ガスコンロの梱包部材は、外箱が、前壁部、後壁部、及び底壁部と一体的に設けられ
る支持部を有している。そして、内箱は、外箱内において、正規の収容状態で収容された
ガスコンロの後方側で、支持部と後壁部とによって自立状態で挟持される構成をなす。こ
のように、外箱の一部をなす一体的な支持部及び後壁部によって内箱を後壁部に近い位置
に安定的に自立させておくことができるため、ユーザが外箱内で作業（例えば、筐体部等
の収容作業など）を行う際に内箱が邪魔になりにくく、しかも、内箱を後壁部側に確実に
寄せて配置することができるため、筐体部の背面部と後壁部との間にそれほど大きな空き
スペースを確保しなくても、それら背面部及び後壁部の間を有効に利用して内箱を配置す
ることができる。よって、内箱の配置スペースを確保することに起因する外箱の大型化を
確実に抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施例１の外箱に内箱、緩衝部材、及び筐体部を収容した状態を例示す
る斜視図である。
【図２】図２は、実施例１のガスコンロの装置本体の一部を例示する斜視図である。
【図３】図３は、実施例１のガスコンロを例示する背面図である。
【図４】図４は、実施例１の外箱を例示する斜視図である。
【図５】図５は、図４の外箱の平面図である。
【図６】図６は、図５のＡ－Ａ断面を示す断面図である。
【図７】図７は、実施例１の内箱を例示する斜視図である。
【図８】図８は、図７の内箱の左側面図である。
【図９】図９は、実施例１の外箱に内箱を正規配置で配置した状態を例示する斜視図であ
る。
【図１０】図１０は、実施例１の外箱に内箱を正規配置で配置された状態を例示する側断
面図である。
【図１１】図１１は、実施例１の梱包部材に、内箱を正規配置で配し、筐体部を正規の収
容状態で収容した状態を例示する側断面図である。
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【図１２】図１２は、実施例１の梱包部材に、内箱を異常配置で配し、筐体部を正規の収
容状態で収容しようとした状態を例示する側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の望ましい例を以下に示す。但し、本発明は、以下の例に限定されない。
　外箱は、第１側壁部の下端側から内側に折り曲げられる第１フラップと、第２側壁部の
下端側から内側に折り曲げられる第２フラップと、前壁部の下端側から内側に折り曲げら
れる第３フラップと、後壁部の下端側から内側に折り曲げられる第４フラップと、を有し
ていてもよい。第１フラップ、第２フラップ、第３フラップ、及び第４フラップによって
底壁部が構成され、第１フラップ及び第２フラップが、第３フラップ及び第４フラップの
上側に配置されていてもよい。第１フラップは、正規の収容状態で収容された筐体部を下
方側から支持する第１板状部を具備し、第２フラップは、正規の収容状態で収容された筐
体部を下方側から支持する第２板状部を具備し、第１フラップ又は第２フラップの少なく
ともいずれかの後壁部寄りの位置には、第１板状部又は第２板状部の少なくともいずれか
から上方側に折り返される折り返し部が形成されていてもよい。折り返し部が支持部とし
て構成されていてもよい。このように、第１フラップ又は第２フラップの少なくともいず
れかを上方側に折り返して折り返し部を形成するという構成を特徴として、第１板状部及
び第２板状部で正規の収容状態で収容された筐体部を下方側から支持しつつ、内箱を自立
状態で支持する支持部を形成することができる。したがって、支持部を簡易に形成するこ
とができる。
【００１０】
　緩衝部材は、外箱内において第１側壁部側且つ後壁部側に配置される第１緩衝部と、外
側内において第２側壁部側且つ前壁部側に配置される第２緩衝部と、を有していてもよい
。内箱は、所定の第１方向において互いに対向するように設けられた第１外面部及び第２
外面部と、第１方向と直交する第２方向において互いに対向するように設けられた第３外
面部及び第４外面部と、を有し、自身の配置が外箱内において所定の正規配置であり且つ
筐体部が正規の収容状態で収容されたときに、第１外面部及び第２外面部が支持部及び後
壁部によってそれぞれ支持される形態で挟持され、第３外面部及び第４外面部が第１緩衝
部及び第２緩衝部によってそれぞれ支持される形態で挟持されてもよい。このように、内
箱は、第１外面部及び第２外面部が支持部及び後壁部によってそれぞれ支持される形態で
挟持され、第３外面部及び第４外面部が第１緩衝部及び第２緩衝部によってそれぞれ支持
される形態で挟持されるため、外箱内において所定の正規配置でより一層安定して配置さ
せることができる。
【００１１】
　筐体部は、背面部の上端側から後方側に張り出す張出部を有していてもよい。内箱は、
所定の第１方向において互いに対向するように設けられた第１外面部及び第２外面部と、
第１外面部及び第２外面部と一体的に設けられる上面部と、を有し、自身の配置が外箱内
において所定の正規配置であり且つ筐体部が正規の収容状態で収容されたときに、上面部
が張出部の下方に位置するように収容されてもよい。このように、内箱は、自身の配置が
外箱内において所定の正規配置であり且つ筐体部が正規の収容状態で収容されたときに、
上面部が張出部の下方に位置するように収容されるため、外箱内に内箱を配置した後に筐
体部を配置する際に、張出部が上面部に干渉することがない。そのため、筐体部を外箱内
に正規の収容状態で支障なく収容させることができ、梱包部材の輸送時の振動などによっ
て、上面部と張出部とが接触して内箱が変形することを防ぐことができる。
【００１２】
　内箱は、上面部よりも上方側に延出する延出部を有していてもよい。内箱は、自身の配
置が正規配置であり且つ筐体部が正規の収容状態で収容されたときに、第１外面部が支持
部に支持され、第２外面部が後壁部に支持され、延出部が張出部と後壁部との間に配置さ
れるとともに延出部の上端が張出部よりも上方に位置し、自身の配置が、第２外面部が支
持部に支持され且つ第１外面部が後壁部に支持される異常配置である場合に、筐体部が正
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規の収容状態で収容されるときの張出部の位置に延出部が配置されてもよい。このように
、内箱は、自身の配置が正規配置であり且つ筐体部が正規の収容状態で収容されたときに
は、延出部が張出部と後壁部との間に配置されるとともに延出部の上端が張出部よりも上
方に位置するため、張出部が延出部に干渉することがない。そのため、外箱内に内箱を正
規配置で配置した後に、筐体部を正規の収容状態で支障なく収容させることができる。一
方で、内箱は、自身の配置が、第２外面部が支持部に支持され且つ第１外面部が後壁部に
支持されるような異常配置である場合には、筐体部が正規の収容状態で収容されるときの
張出部の位置に延出部が配置されるため、張出部が延出部に干渉することになる。そのた
め、外箱内に内箱を異常配置で配置した後に、筐体部を正規の収容状態で収容しようとす
ると、張出部が延出部に干渉して適切に配置できないことから、内箱を異常配置で配置し
たことを把握することができる。
【００１３】
＜実施例１＞ 　以下、本発明を具現化した実施例１について、図面を参照して説明する
。 　図１に示すように、ガスコンロ１０の梱包部材２０は、ガスコンロ１０を内部に収
容して梱包する部材である。ガスコンロ１０は、梱包部材２０によって梱包された状態で
、搬送や保管がなされる。そして、梱包部材２０は、ガスコンロ１０に対する外部からの
衝撃を吸収するように機能する。ガスコンロ１０は、以下ではビルトインタイプのグリル
付きガスコンロである例を示すが、テーブルコンロ等であってもよい。
【００１４】
（ガスコンロの構成） 　図２、図３を参照し、ガスコンロ１０について説明する。本明
細書では、ガスコンロ１０が平坦な載置面に載置されたときの載置面と直交する方向が、
ガスコンロ１０においての上下方向である。また、上下方向と直交する方向のうち左側壁
部１３Ｄと右側壁部１３Ｅとが向かい合う方向が、ガスコンロ１０においての左右方向で
あり、上下方向及び左右方向と直交する方向が、ガスコンロ１０においての前後方向であ
る。ガスコンロ１０では、図３のように背面視したときの長手方向が左右方向であり、短
手方向が上下方向である。　
【００１５】
　図２、図３で示すガスコンロ１０（図２では、一部を図示）は、例えばビルトインコン
ロとして構成され、天板部１１（図３参照）と、装置本体１２と、を備え、装置本体１２
の上端部に天板部１１が固定された構成をなす。図２は、装置本体１２から天板部１１、
左側壁部１３Ｄ（図３参照）、及び前パネルを取り外した状態の外観を示すものである。
装置本体１２は、ガスコンロ１０から天板部１１及び天板部１１に対する取付物（五徳１
９など）を取り外した残りの部分を指す。装置本体１２は、図２に示すように、外殻を構
成する筐体部１３、右側バーナ１４、中央バーナ１５、左側バーナ１６、ガス供給装置１
５Ａ，１６Ａ（右側のガス供給装置は図示略）、グリル庫１７、排気路１８などを備える
。
【００１６】
　筐体部１３は、例えば金属材料によって構成され、上端部が開口する略直方体状に構成
されている。筐体部１３は、ガスコンロ１０の外殻をなすとともにガスバーナ（右側バー
ナ１４、中央バーナ１５、左側バーナ１６等）などを収容するケースとして機能する部分
である。筐体部１３は、主に、筐体本体部１３Ａ、梁部材１３Ｂ，１３Ｃ、前パネル（図
示略）などを備えた構成をなし、上端側が開放した箱状形態をなす。図２のように、筐体
本体部１３Ａは、ガスコンロ１０の左右両側に配置される一対の側壁部（左側壁部１３Ｄ
（図３参照）、右側壁部１３Ｅ）と、後端側に配置される後壁部１３Ｆと、下面側に配置
される底壁部１３Ｇと、張出部１３Ｈと、を備える。図３のように、筐体本体部１３Ａは
、一対の側壁部１３Ｄ，１３Ｅ、後壁部１３Ｆ、底壁部１３Ｇが互いに連結されており、
上端側及び前端側が開放した箱状形態をなす。後壁部１３Ｆは、筐体部１３の背面部とし
て機能する部分である。後壁部１３Ｆは、上方側となるにつれて後方側に張り出す構成で
ある。すなわち、後壁部１３Ｆは、底壁部１３Ｇに対して、後方に向かうにつれて高位置
となるように傾斜している。筐体本体部１３Ａの一対の側壁部１３Ｄ，１３Ｅの間には、
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ガスバーナ（右側バーナ１４、中央バーナ１５、左側バーナ１６等）、グリル庫１７、排
気路１８などの各種部品が収容される。
【００１７】
　張出部１３Ｈは、図２に示すように、後壁部１３Ｆの上端側から後方側に向かって、略
水平となるように張り出している。張出部１３Ｈは、後側の角部が丸みを帯びた板状であ
り、左右方向における幅が後壁部１３Ｆの幅と略同じである。
【００１８】
　前パネル（図示略）は、筐体部１３の前面部として機能する部分である。図２の例では
、筐体本体部１３Ａの左右両側に前パネルがそれぞれ装着され、２つの前パネルの間には
、グリル庫１７のグリル扉１７Ａが開閉可能に装着されている。前パネルは、後壁部１３
Ｆと前後方向において互いに対向している。
【００１９】
　天板部１１の板面には、３つの円形状の開口部（図示略）が形成され、図３に示すよう
に、これらの開口部にそれぞれ挿入される形態で右側バーナ１４、中央バーナ１５、左側
バーナ１６が上方側に向けて突出して配置されている。右側バーナ１４、中央バーナ１５
、左側バーナ１６の各周囲には、五徳１９が夫々設置されている。ガスコンロ１０の使用
時には、五徳１９の各上部にフライパン、鍋等の調理容器（図示略）が載置される。 　
【００２０】
　（梱包部材の構成） 　図４～図８等を参照し、梱包部材２０について説明する。梱包
部材２０は、外箱３０、緩衝部材５０、内箱６０、付属品パッド７０、トップパッド８０
などを備えている。
【００２１】
　本明細書では、外箱３０が平坦な載置面に載置されたときの載置面と直交する方向が、
梱包部材２０においての上下方向である。また、上下方向と直交する方向のうち左壁部３
３と右壁部３４が向かい合う方向が、梱包部材２０においての左右方向であり、上下方向
及び左右方向と直交する方向が、梱包部材２０においての前後方向である。外箱３０では
、図６のように側断面を見たときの長手方向が前後方向となっており、短手方向が上下方
向となっている。 　
【００２２】
　外箱３０は、図４～図６に示すように、ガスコンロ１０よりもひとまわり大きな、段ボ
ール紙製の直方体形状の箱である。外箱３０は、例えば、段ボール紙製の板部材を展開状
態に切り抜いた後に、曲げ加工等して成形された単一部品である。外箱３０は、前壁部３
１と、後壁部３２と、左壁部（第１側壁部）３３と、右壁部（第２側壁部）３４と、底壁
部４０と、上壁部３６と、を有している。前壁部３１、後壁部３２、左壁部３３、右壁部
３４、底壁部４０、及び上壁部３６は、一体的に形成されている。
【００２３】
　前壁部３１及び後壁部３２は、長方形の板状であり、前後方向で互いに対向している。
左壁部３３及び右壁部３４は、長方形の板状であり、左右方向で互いに対向している。底
壁部４０は、図４、図５に示すように、第１フラップ４１、第２フラップ４２、第３フラ
ップ４３、第４フラップ４４を有している。第１フラップ４１は、略長方形の板状であり
、左壁部３３の下端側から内側に折り曲げられている。第２フラップ４２は、略長方形の
板状であり、右壁部３４の下端側から内側に折り曲げられている。第３フラップ４３は、
略長方形の板状であり、前壁部３１の下端側から内側に折り曲げられている。第４フラッ
プ４４は、略長方形の板状であり、後壁部３２の下端側から内側に折り曲げられている。
第１フラップ４１及び第２フラップ４２が、第３フラップ４３及び第４フラップ４４の上
側に配置され、底壁部４０が構成されている。
【００２４】
　第１フラップ４１は、図４～図６に示すように、第１板状部４１Ａと、折り返し部４１
Ｂと、を具備している。第１板状部４１Ａは、図４、図５に示すように、後端部における
右側部分が切り欠かれた長方形状の板部である。折り返し部４１Ｂは、第１板状部４１Ａ
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の後壁部３２寄りの位置（後端部における右側部分）において上方側に折り返されている
。具体的には、折り返し部４１Ｂは、第１フラップ４１において、後端部における左側寄
りの位置で前後方向に切り込みが入れられ、左右方向に延びる折り目に沿って、上方側に
折り返されている。第２フラップ４２は、図４、図５に示すように、第２板状部４２Ａと
、折り返し部４２Ｂと、を具備している。第２板状部４２Ａは、図４、図５に示すように
、後端部における左側部分が切り欠かれた長方形状の板部である。折り返し部４２Ｂは、
第２板状部４２Ａの後壁部３２寄りの位置（後端部における左側部分）において上方側に
折り返されている。具体的には、折り返し部４２Ｂは、第２フラップ４２において、後端
部における右側寄りの位置で前後方向に切り込みが入れられ、左右方向に延びる折り目に
沿って、上方側に折り返されている。
【００２５】
　折り返し部４１Ｂ，４２Ｂによって、後述する内箱６０を支持する支持部３５が構成さ
れている。支持部３５は、前壁部３１、後壁部３２、及び底壁部４０と一体的に形成され
ている。そのため、支持部３５は、前壁部３１及び後壁部３２との前後方向における距離
が一定に保たれる。
【００２６】
　上壁部３６は、図４、図５に示すように、第１フラップ３６Ａと、第２フラップ３６Ｂ
と、第３フラップ３６Ｃと、第４フラップ３６Ｄと、を有している。第１フラップ３６Ａ
は、略長方形の板状であり、左壁部３３の上端側から内側に折り曲げ可能になっている。
第２フラップ３６Ｂは、略長方形の板状であり、右壁部３４の上端側から内側に折り曲げ
可能になっている。第３フラップ３６Ｃは、略長方形の板状であり、前壁部３１の上端側
から内側に折り曲げ可能になっている。第４フラップ３６Ｄは、略長方形の板状であり、
後壁部３２の上端側から内側に折り曲げ可能になっている。例えば、第１フラップ３６Ａ
及び第２フラップ３６Ｂが、第３フラップ４３及び第４フラップ４４の下側に配置される
ように、各フラップ３６Ａ～３６Ｄを重ね合わせることで、上壁部３６によって外箱３０
の上方側の開口部が閉塞される。
【００２７】
　緩衝部材５０は、図１に示すように、外箱３０と筐体部１３との間に配置され、筐体部
１３を支持するように機能する。緩衝部材５０は、図１に示すように、第１緩衝部５１と
、第２緩衝部５２と、第３緩衝部５３と、から構成されている。第１緩衝部５１は、発泡
スチロール製であり、図１に示すように、外箱３０内において左壁部３３側且つ底壁部４
０側に配置され、筐体部１３の左端部を支持する構成になっている。具体的には、第１緩
衝部５１は、筐体部１３の左端部が嵌め込まれる凹部５１Ａと、後述する内箱６０を左側
から支持する右端部５１Ｂと、が形成されている。第２緩衝部５２は、発泡スチロール製
であり、図１に示すように、外箱３０内において右壁部３４側且つ底壁部４０側に配置さ
れ、筐体部１３の右端部を支持する構成になっている。具体的には、第２緩衝部５２は、
筐体部１３の右端部が嵌め込まれる凹部５２Ａと、後述する内箱６０を右側から支持する
左端部５２Ｂと、が形成されている。第３緩衝部５３は、発泡スチロール製であり、図１
に示すように、外箱３０内において前壁部３１側に配置され、筐体部１３の前パネルやグ
リル扉１７Ａを支持する構成になっている。
【００２８】
　内箱６０は、図７、図８に示すように、段ボール紙製の箱であり、外箱３０よりも小さ
いサイズである。内箱６０は、ガスコンロ１０の同梱部品を収容するように機能する。内
箱６０は、同梱部品として、例えば、ガスコンロ１０の使用時に用いる調理容器（グリル
庫１７に入れて使用するプレートなど）などを収容する。なお、収容物は、ガスコンロ１
０の部品以外の付属物であってもよく、ガスコンロ１０の部品（付属物）であってもよい
。内箱６０は、例えば、段ボール紙製の板部材を展開状態に切り抜いた後に、曲げ加工等
して成形された単一部品である。内箱６０は、図７、図８に示すように、前面部（第１外
面部）６１と、後面部（第２外面部）６２と、左面部（第３外面部）６３と、右面部（第
４外面部）６４と、底面部６５と、上面部６６と、一対の延出部６７と、を備えている。
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前面部６１、後面部６２、左面部６３、右面部６４、底面部６５、及び上面部６６は、一
体的に形成されている。図７、図８に示すように、前面部６１及び後面部６２は、長方形
の板状であり、所定の第１方向（図８では左右方向）において互いに対向するように設け
られている。左面部６３及び右面部６４は、台形の板状であり、第１方向と直交する第２
方向（図８では前後方向）において互いに対向するように設けられている。底面部６５は
、長方形の板部であり、前面部６１、後面部６２、左面部６３、右面部６４の各下端部に
連なっている。上面部６６は、長方形の板部であり、前面部６１、後面部６２、左面部６
３、右面部６４の各上端部に連なっている。上面部６６は、前面部６１側から後面部６２
側に向かうにつれて底面部６５から離れるように傾斜している。
【００２９】
　延出部６７は、図７、図８に示すように、帯状の板片である。一対の延出部６７は、そ
れぞれ上面部６６よりも上方側に延出している。延出部６７は、上面部６６と後面部６２
の間の角部において、上記第２方向（図８では前後方向）の両端部付近に設けられている
。延出部６７は、上面部６６又は後面部６２にテープなどの接着部材によって固定されて
いてもよく、上面部６６又は後面部６２と一体的に形成されていてもよい。
【００３０】
　付属品パッド７０は、図１１に示すように、略直方体状であり、段ボール紙を折り畳ん
で組み立てられた箱状パッドである。付属品パッド７０は、五徳１９等が組み付けられる
。トップパッド８０は、略直方体状であり、段ボール紙を折り畳んで組み立てられた箱状
パッドである。トップパッド８０は、天板部１１が組み付けられる。
【００３１】
　（梱包部材を用いたガスコンロの梱包工程） 　図９～図１１等を参照し、梱包部材２
０を用いたガスコンロ１０の梱包工程について説明する。
　まず、図９、図１０に示すように、同梱部品を収容した内箱６０を、所定の正規配置で
、外箱３０内において支持部３５と後壁部３２との間に配置する。ここで、正規配置とは
、前面部６１、後面部６２、左面部６３、及び右面部６４が、それぞれ前壁部３１、後壁
部３２、左壁部３３、及び右壁部３４にそれぞれ対向する状態となる配置である。内箱６
０は、支持部３５と後壁部３２とによって自立状態で挟持される。具体的には、内箱６０
は、前面部６１及び後面部６２が、支持部３５及び後壁部３２によってそれぞれ支持され
る形態で挟持される。また、内箱６０は、底面部６５が第４フラップ４４によって下方側
から支持されている。ここで、内箱６０を配置する前に、支持部３５（折り返し部４１Ｂ
，４２Ｂ）が自然状態で後方側に倒れるように傾斜した状態とすることで、支持部３５と
後壁部３２との間に内箱６０を配置したときに、支持部３５によって内箱６０を後方に押
圧して支持することができる。このようにして、内箱６０を、外箱３０内に自立した状態
で安定して配置させることができる。
【００３２】
　続いて、緩衝部材５０（第１緩衝部５１、第２緩衝部５２、第３緩衝部５３）を外箱３
０内に配置する（図１、図１１参照）。具体的には、第１緩衝部５１を、外箱３０内にお
いて左壁部３３側且つ底壁部４０側に配置する。第２緩衝部５２を、外箱３０内において
右壁部３４側且つ底壁部４０側に配置する。すなわち、第１緩衝部５１及び第２緩衝部５
２を、内箱６０に対して左右両側から挟むように配置する。これにより、内箱６０は、第
１緩衝部５１及び第２緩衝部５２によって支持される形態で挟持される。具体的には、左
面部６３が、第１緩衝部５１の右端部５１Ｂによって支持され、右面部６４が、第２緩衝
部５２の左端部５２Ｂによって支持される。また、第３緩衝部５３を、外箱３０内におい
て前壁部３１側に配置する。
【００３３】
　続いて、筐体部１３を、図１、図１１に示すように、外箱３０内に正規の収容状態で収
容する。ここで、正規の収容状態とは、前パネル（図示略）、後壁部１３Ｆ、左側壁部１
３Ｄ、右側壁部１３Ｅが、それぞれ前壁部３１、後壁部３２、左壁部３３、及び右壁部３
４にそれぞれ対向する状態となる収容状態である。正規の収容状態では、筐体部１３（具



(10) JP 2020-15538 A 2020.1.30

10

20

30

40

50

体的には、底壁部１３Ｇ）は、底壁部４０（具体的には、第１板状部４１Ａ、第２板状部
４２Ａ）によって緩衝部材５０を介して下方側から支えられる。内箱６０は、支持部３５
と後壁部３２とによって自立状態で挟持された状態で、筐体部１３の後壁部１３Ｆと後壁
部３２との間に収容される。このように、内箱６０を筐体部１３と後壁部３２との間に生
じる空きスペースを利用して配置させることができるため、外箱３０は、内箱６０を配置
する空間を新たに内側に設けるためにサイズを大きくする必要がない。ゆえに、梱包部材
２０は、外箱３０のサイズを大きくすることなく、ガスコンロ１０に同梱部品を同梱しう
る。
【００３４】
　内箱６０は、図１１に示すように、自身の配置が外箱３０内において所定の正規配置で
あり且つ筐体部１３が正規の収容状態で収容されたときに、上面部６６が張出部１３Ｈの
下方に位置するように収容される。そのため、外箱３０内に内箱６０を配置した後に筐体
部１３を配置する際に、張出部１３Ｈが上面部６６に干渉することがない。そのため、筐
体部１３を外箱３０内に正規の収容状態で支障なく収容させることができ、梱包部材２０
の輸送時の振動などによって、上面部６６と張出部１３Ｈとが接触して内箱６０が変形す
ることを防ぐことができる。
【００３５】
　内箱６０は、自身の配置が正規配置であり且つ筐体部１３が正規の収容状態で収容され
たときに、図１１に示すように、一対の延出部６７が張出部１３Ｈと後壁部３２との間に
配置されるとともに、一対の延出部６７の上端が張出部１３Ｈよりも上方に位置する。そ
のため、張出部１３Ｈが一対の延出部６７に干渉しない。ゆえに、外箱３０内に内箱６０
を正規配置で配置した後に、筐体部１３を正規の収容状態で支障なく収容させうる。
【００３６】
　筐体部１３を外箱３０内に正規の収容状態で収容した後、図１１に示すように、外箱３
０内に付属品パッド７０及びトップパッド８０を収容する。付属品パッド７０は、五徳１
９等が組み付けられており、筐体部１３上に載置される。トップパッド８０は、天板部１
１が組み付けられており、付属品パッド７０上に載置される。その後、上壁部３６で筐体
部１３の上方側の開口部を閉塞することで、ガスコンロ１０の梱包が完了する。
【００３７】
　一方で、内箱６０の配置が異常配置である場合に、筐体部１３を正規の収容状態で収容
しようとしたとき、内箱６０を異常配置で配置したことを検知することができる。ここで
、内箱６０の異常配置とは、正規配置に対して前後が逆となる配置（後面部６２が支持部
３５に支持され且つ前面部６１が後壁部３２に支持される配置）である。内箱６０の配置
が異常配置である場合、筐体部１３が正規の収容状態で収容されるときの張出部１３Ｈの
位置に一対の延出部６７が配置されることになる。そのため、張出部１３Ｈが一対の延出
部６７に干渉することになる。したがって、外箱３０内に内箱６０を異常配置で配置した
後に、筐体部１３を正規の収容状態で収容しようとすると、張出部１３Ｈが一対の延出部
６７に干渉して適切に配置できないことから、内箱６０を異常配置で配置したことを把握
することができる。これにより、内箱６０の誤配置を防ぐことができる。
【００３８】
　以下、本構成の効果を例示する。 　本構成では、内箱６０は、一体的に設けられる支
持部３５と後壁部３２とによって、外箱３０内の後壁部３２に近い位置に安定した自立状
態で配置されることになる。そのため、内箱６０が意図しない姿勢で外箱３０内に配置さ
れることがなく、内箱６０を外箱３０内に想定した姿勢で配置した後に、ガスコンロ１０
の配置などの梱包作業を行い易くなる。特に、内箱６０は、外箱３０内において、正規の
収容状態で収容されたガスコンロ１０の後方側で、後壁部３２によって支持される構成で
ある。そのため、内箱６０は、筐体部１３の後壁部１３Fと後壁部３２との間の空きスペ
ースのうち、特に外箱３０内の後壁部３２に近い位置に生じる空きスペースを利用して配
置させることができる。そのため、外箱３０は、内箱６０を配置する空間を新たに内側に
設けるためにサイズを大きくする必要がない。したがって、梱包部材２０は、外箱３０の
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サイズを大きくすることなく、ガスコンロ１０に同梱部品を同梱することができる。
【００３９】
　また、本構成では、第１フラップ４１及び第２フラップ４２をそれぞれ上方側に折り返
して折り返し部４１Ｂ，４２Ｂを形成するという構成を特徴として、第１板状部４１Ａ及
び第２板状部４２Ａで正規の収容状態で収容された筐体部１３を下方側から支持しつつ、
内箱６０を自立状態で支持する支持部３５を形成することができる。したがって、支持部
３５を簡易に形成することができる。
【００４０】
　また、本構成では、内箱６０は、前面部６１及び後面部６２が支持部３５及び後壁部３
２によってそれぞれ支持される形態で挟持され、左面部６３及び右面部６４が第１緩衝部
５１及び第２緩衝部５２によってそれぞれ支持される形態で挟持されるため、外箱３０内
において所定の正規配置でより一層安定して配置させることができる。
【００４１】
　また、内箱６０は、自身の配置が外箱３０内において所定の正規配置であり且つ筐体部
１３が正規の収容状態で収容されたときに、上面部６６が張出部１３Ｈの下方に位置する
ように収容されるため、外箱３０内に内箱６０を配置した後に筐体部１３を配置する際に
、張出部１３Ｈが上面部６６に干渉しない。そのため、筐体部１３を外箱３０内に正規の
収容状態で支障なく収容させることができ、梱包部材２０の輸送時の振動などによって、
上面部６６と張出部１３Ｈとが接触して内箱６０が変形することを防ぐことができる。
【００４２】
　また、内箱６０は、自身の配置が正規配置であり且つ筐体部１３が正規の収容状態で収
容されたときには、延出部６７が張出部１３Ｈと後壁部３２との間に配置されるとともに
延出部６７の上端が張出部１３Ｈよりも上方に位置するため、張出部１３Ｈが延出部６７
に干渉することがない。そのため、外箱３０内に内箱６０を正規配置で配置した後に、筐
体部１３を正規の収容状態で支障なく収容させることができる。一方で、内箱６０は、自
身の配置が、後面部６２が支持部３５に支持され且つ前面部６１が後壁部３２に支持され
るような異常配置である場合には、筐体部１３が正規の収容状態で収容されるときの張出
部１３Ｈの位置に延出部６７が配置されるため、張出部１３Ｈが延出部６７に干渉するこ
とになる。そのため、外箱３０内に内箱６０を異常配置で配置した後に、筐体部１３を正
規の収容状態で収容しようとすると、張出部１３Ｈが延出部６７に干渉して適切に配置で
きないことから、内箱６０を異常配置で配置したことを把握することができる。
【００４３】
＜他の実施例＞ 　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるもの
ではなく、例えば次のような例も本発明の技術的範囲に含まれる。また、上述した実施例
や後述する実施例の特徴は矛盾しない範囲でどのように組み合わせてもよい。 　
【００４４】
実施例１では、内箱６０に一対の延出部６７が設けられる構成であったが、延出部６７の
数や形成箇所はこれに限定されない。例えば、延出部６７の数が１つまたは３つ以上であ
ってもよく、上面部６６の任意の箇所から上方に延出する構成であってもよい。
　実施例１では、内箱６０の上面部６６が底面部６５に対して傾斜する構成であったが、
傾斜していない構成であってもよい。すなわち、内箱６０の上面部６６が底面部６５に対
して平行であってもよい。
　実施例１では、緩衝部材５０が３つの緩衝部（第１緩衝部５１、第２緩衝部５２、第３
緩衝部５３）を備える構成であったが、これら以外の緩衝部を設けてもよい。また、各緩
衝部は、柔軟性を有する部材であれば、発泡スチロール以外で構成されてもよい。例えば
、所定形状に形成された段ボールを採用してもよい。
　実施例１のガスコンロ１０の梱包部材２０は、第１フラップ４１及び第２フラップ４２
にそれぞれ折り返し部４１Ｂ，４２Ｂが形成される構成であったが、第１フラップ４１及
び第２フラップ４２のいずれか一方に折り返し部が形成される構成であってもよい。 
【符号の説明】
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【００４５】
１０…ガスコンロ、１３…筐体部、１３Ｄ…左側壁部（側面部）、１３Ｅ…右側壁部（側
面部）、１３Ｆ…後壁部（背面部）、１３Ｈ…張出部、２０…梱包部材、３０…外箱、３
１…前壁部、３２…後壁部、３３…左壁部（第１側壁部）、３４…右壁部（第２側壁部）
、３５…支持部、４０…底壁部、４１…第１フラップ、４１Ａ…第１板状部、４１Ｂ，４
２Ｂ…折り返し部、４２…第２フラップ、４２Ａ…第２板状部、４３…第３フラップ、４
４…第４フラップ、５０…緩衝部材、５１…第１緩衝部、５２…第２緩衝部、６０…内箱
、６１…前面部（第１外面部）、６２…後面部（第２外面部）、６３…左面部（第３外面
部）、６４…右面部（第４外面部）、６６…上面部、６７…延出部

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】



(16) JP 2020-15538 A 2020.1.30

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3E060 AA03  AB05  BA03  BB02  BB03  CA01  CA12  CA23  CC07  CC17 
　　　　 　　        CC18  DA30  EA16 
　　　　 　　  3E066 CA01  CA04  DA01  FA04  FA06  FA13  HA01  JA03  NA12 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

